
　1日目　15日目　　日目　　日目　　日目　　日目　　週目　　週目

生理食塩液 50mL 15分 点滴静注 ●

テセントリク 1200mg/body 60分 点滴静注 ●

生理食塩液 250mL

生理食塩液 50mL 15分 点滴静注 ●

アバスチン 15mg/kg 90分 点滴静注 ●

生理食塩液 100mL

生理食塩液 50mL 15分 点滴静注 ●

総投与時間

血管外漏出時のリスク

（備考）調製時・投与時
の注意点なと

1サイクル期間

総コース数 PDに至るまで

対象疾患・ステージ・適応外の有無
等

時間 投与方法

特になし(テセントリク、アバスチンともにノンビシカント)

切除不能な肝細胞癌

投与量
投与スケジュール

■テセントリク
調製時は必ず日局生理食塩液を使用し、投与時に、0.2又は0.22μmインラインフィルターを使用し、他剤と混注しないこと。
初回投与の忍容性が良好であれば、2回目以降の投与時間は30分間まで短縮できる。
■アバスチン
初回投与の忍容性が良好であれば、2回目の投与時間は60分間まで、さらに忍容性が良好であれば３回目以降の投与時間を３０分間まで
短縮できる。
調製時には日局生理食塩水以外は使用し、投与時にブドウ糖液との混注を避けること。

本治療の位置づけ 化学療法として、第一選択で検討すべき治療法と位置づけられる

21日間(３週間)

約3時間

診療科

レジメン名称

治療内容

投与順 薬剤

Atezolizumab+BV

消化器内科 管理番号 申請医師


